
日本食品化工：会社概要

原料デントコーン

水島工場

富士工場

カラシン工場

在タイ関連会社
Asia Modified Starch Co.,Ltd.

【設 立】1948年7月
【資 本 金】16億円
【株 式】東京証券取引所スタンダード市場上場
【事業内容】とうもろこし等の加工製品製造販売

その二次加工製品の製造販売
○

B to Bの
材料メーカー



日本食品化工：課題と共創イメージ

既存領域：食品、飲料、製紙

⇒国内人口の減少
⇒電子化の加速による紙需要の減少

【共創イメージ】
・膨大なバイオマスで安定調達可能なトウモロコシの可能性を広げたい
・持続可能な社会形成にトウモロコシ資源を活用したい



日本食品化工：事業内容（リソース）

酵素

精製
コーンスターチ

麦芽糖 オリゴ糖 シクロデキストリンぶどう糖

果糖 水溶性食物繊維

糖縮合反応

診断薬用基質

酵素 酵素

化学的加工
加工でん粉物理的加工

でん粉プラスチック

デントコーン

コーン油
飼料原料

PLAや、
Bioエタノール
と同一原料

CNFとの
親和性あり

富士市
CNF-PF
への参画



日本食品化工：取り組みテーマ事例

スタークロス70PPi

射出成形

押出成形

ブロー成形

顧客使用樹脂

共創によって、新領域であるプラスチック分野の情報を短期間で集積
多様なWell-being実現に貢献するソリューション開発を推進、社会実装へ

インフレ成形

コーンスターチ

CNF供給者様とのコラボ
⇒弾性率＋衝撃強度の上昇
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